
 

 

 

 

  

 

この製品は畑など農地の土壌改良用に対応して、ほぼ 10a(1 反歩)の必要容量に添

っています。キレートイオン原液を別途資料に添い希釈ください。 
 

キレートイオン原液を別途資料に添い希釈ください。水耕栽培用液肥に挿入する時

に、液肥に対して、その 1/3,000倍以上として必要な量を換算してください。 
 

葉面散布は原液を 1/500,000以上に希釈してご利用ください。 

キレートイオン原液を別途資料に添い希釈ください。 

フルボ酸原液 100cc 

完全密閉式容器となっています 

●キレートイオンでは使

用を開始し、蓋を開閉時

に、予期せぬ微生物の侵入

を生じることがあります。

このフルボ酸はただちに

排除をするキレート力が

格段に強いため、結果とし

て容器内部にキレートさ

れた浮遊物が生じること

があります。 

 

●使用上特に問題は生じ

ませんが、使い始めました

ら、なるべく早く使い切っ

てくださいますようよろ

しくお願い申し上げます。 

 

●この製品は、対策上密

閉式としました。 
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⑴  農業分野の「キレートイオン」原液使用時の考え方 
    ―― 原液 100ccタイプ ―― 
  
                   株式会社 日本ソフケン 

 
はじめに 

新しく誕生した日本ソフケンのフルボ酸「キレートイオン」は、従来言われているフルボ酸に比較して濃度が
桁違いに濃いものです. 
土壌改良用・植物活性剤として、多様な植物ごとの育成にマッチした適正濃度を見極める点で、栽培植物ご

と、栽培季節ごとや地域特性、土壌，水質等を考慮しながら、一緒に取り組みながら適正な内容をまとめていき
たいとおもっています。 
 

 
１ 基本としてのご使用方法 
 1 基本の第 1である土壌改良に関しては、「収穫後」または「作付け前」の土壊改良を目的とした、植物育成環

境である土壌への直接的な働きかけに重点を置いています。 
 2 基本の第 2は作付後の灌水時の処理という、植物活性化へ直接的働きかけに重点を置いています。 
 3 基本の第 3は病害虫対策を適示行うことによるその防除管理をすることを目的とします。 
 
 
２ 期待されるフルボ酸(キレートイオン)効果   

フルポ酸(キレートイオン)を使用することにより、その農地は作物育成環境が、簡単にかつ短期間のうちに、
以下のような改善が期待できます。 

 1 高い酸化・腐販の場の改善、作物・環境にマイナス作用する物質の中和・無害化をします。 
 2 農地の抗酸化レベルが高まり、向上します. 
 3 農地の有用微生物が活性化し、またその生育密度が向上します. 
 4 フルボ酸(キレートイオン)はキレート効果、環境の中和作用などを行う高度な機能を有します。 
  同時に。当然ですが作物の基本栄養分や微生物の”エサ”として別途に、良質な有機質やミネラル類の投入は

不可欠です。 
 5 作物の栽培等は、水田・畑・果樹・ハウス栽培等の、異なる環境条件を配慮する必要があります。 
  現在、作物別の運用マニュアル等の作成を進めております。そして逐次提示してまいります。 
 6 土壌改良上での使用目安として、原液 100cc がほぼ 10a(１反)の必要量となっております。有機栽培の 

ご経験者であれば、同一箇所での 2回目には、50cc で大丈夫のようだとの話です。 
 

 
３ 使用方法・量・フルボ酸(キレートイオン)からの希釈の目安 
 
 1 収穫後(=秋処理)、または作付け寸前(=春処理)の土壌改良。 

①  このフルボ酸(キレートイオン)は、土壌改良のためにご利用ください。 
初回は、この製品（100cc）を 10,000 倍の 1,000L(I ﾄﾝ)を目安に希釈ください。(＝原液を 10,000 倍希釈） 

② ２回目撒布は、50cc を同様 1,000 倍の 1 ﾄﾝを目安に希釈して使用ください。(＝原液を 20,000倍希釈） 
③ できれば米ヌ力を、10a(ｱｰﾙ)当たり 200kg 前後を散布後、このフルボ酸を、散布してみてください。 
その後に、その場所をその後、浅くトラクター耕運等ができればベストです。 

④  別途に作物の基本栄養分として、また、微生物の“工サ"としての良質な有機質、ミネラル類の投入は不
可欠となります. 

 

 2 灌水時の処理 
   灌水量に対し、このフルボ酸 50 万倍(水 500L にフルボ酸１cc)から 100 万倍(水 1,000Lにフルボ酸 1cc)の割

合の倍率で希釈をしてください。天候条件に合わせて、希釈水 500L を目安に加減してください。 
 
 3 病害虫対策(=葉面散布) 

① 土壌改良による健全な土づくりが基本です。 
   なお、葉面散布などは、あくまでも予防を前提としての対応となります。 

②  葉面散布等には、このフルボ酸を 50万倍を目安にしてください。 
      但し、作物の種類や生育度合、健康などでの強弱があるため、最適な希釈濃度を、試行しながら見付けて

ください。そのため希釈度を百万倍から、逆に濃度を上げていくアプロ―チもあります。 

   散布は、7～10日に 1 回程度でする度合いを基本に、それぞれの生育度合いを見ながら工夫ください。    



フルボ酸に関する質疑・応答 
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